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dies decretoria とよばれる健康や病気における諸相のわかれ目、そして 3）投薬のタイ
ミングである。医学と占星術のむすびつきは、とりわけ絶大な影響力をもったアーバノ
のピエトロ（Pietro d’Abano, 1257-ca. 1315）の仕事のあとに強まっていった1。
ルネサンス期には、医学と占星術の伝統的な関係を変容させるふたつの大きな要因があっ
















命についての三書』De vita libri tres（フィレンツェ、1489年）はひろく医師たちの関
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なった対話編『事物の隠れた原因について』De abditis rerum causis（パリ、1548年）
である9。フェルネルのライトモチーフは、自然界と医学における「神的なもの」 to 
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13 ガレノス『身体の諸部位の有用性について』第11書第14章 = Kühn 版第3巻905-906頁。
14 フェルネル『事物の隠れた原因について』第2書第3章 = Forrester 版432頁。
15 ガレノス『ヒポクラテスとプラトンの学説について』第7書第3章 = Kühn 版第5巻606, 608, 609頁。
16 ヒポクラテス『肉について』第1章 = Littré 版第8巻584頁。






ガレノスに帰される『子宮での受胎について』De uteri conceptu という著作からとら
れていた。この著作はむしろ『子宮のうちにあるものは生物なのか？』An animal id, 

















ルネルによれば、霊魂は「つなぎの結び目」 vinculorum nexus とよばれる絆によって
滅びゆくさだめの身体とむすびついているが、霊魂そのものは消滅することはない。こ
の結び目だけが生物の死にさいしてダメージを受けるのである。フェルネルは、これら
の「つなぎ」を精気と精気にはじめから与えられている熱 calor innatus と同一視する。
身体の過度の不調がこれらのつなぎの結び目を破壊するとき、霊魂は自由となり、身体
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フェルネルの弟子アントワン・ミゾー（Antoine Mizauld, ca. 1512-1578）は、師をこ
えて医学における天と地の調和の考えを発展させた。彼の著作のなかでも、ここでは『ア
スクレピオスとウラニアの対話における医学と天文学の結合』Aesculapii et Uraniae 
medicum et astronomicum ex colloquio conjugium（リヨン、1550年）に注目すること
にしよう22。医神アスクレピオスと天の女神ウラニアによってくり広げられるこの対話編
において、ミゾーは自身の星辰医学の理論的基礎を確立しようとした。医学ではガレノ
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については: Jean Dupèbe, Médecine, astrologie et religion à Paris: Antoine Mizauld（ca. 1512-1578）, Ph.D. diss.
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クラテスの『アフォリスム』Aphorismos にたいするカルダーノの注解 In septem 
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ウス（Gemma Frisius, 1508-1555）の息子コルネリウス・ゲマ（Cornelius Gemma, 
1535-1578）は、数学と天文学が家業という特別な環境で成長した。父親とは異なり、
ゲマはフィチーノ流のプラトン主義に大きく影響されていた35。主著『自然の神的な徴
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ての病気に有効な「普遍医薬」 medicina universalis の理論へと発展させられていった。
16世紀末から17世紀初頭にもっとも影響力を誇ったパラケルスス派キミストで、ラテ
ン語化した名ケルセタヌス Quercetanus で知られるジョゼフ・デュシェーヌ（Joseph 
Du Chesne, 1546-1609）のケースを最後に見てみることにしよう。主著『ヘルメス主義
的な医学の真実のために』Ad veritatem Hermeticae medicinae（パリ、1604年）にお
いて、デュシェーヌは普遍医薬についての議論を展開している42。それによると、自然
の事物は単体と混合物というふたつのグループに分類される。単体はさらにふたつの下
位グループに分けられる。「物質的な物体」 corpora materialia と「形相的な物体」 
corpora formalia である。形相的な物体はすべて活性であり、不可視で精気的な存在で
ある。デュシェーヌはそれらをさらに三つに分類する。1）星辰的な「種子」 semina、2）
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